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◆　基準　◆

＜建築物移動等円滑化誘導基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜一般基準＞
浴室等
（省令第13条）
	①1以上の浴室等
	－

	
	
	（1）車椅子使用者用浴室等
	－

	
	
	
	（ア)浴槽、シャワー、手すり等が適切に配置されているか
	

	
	
	
	（イ)車椅子使用者が円滑に利用できるよう十分な空間が確保されているか
	

	
	
	（2)出入口
	－

	
	
	
	（ア)幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	
	
	（イ)戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	


◆　設計の考え方　◆
・高齢者、障害者等が、他の利用者と同様に外出･旅行等の機会を享受するための環境の整備が求められており、公衆浴場等、宿泊機能を有する建築物に付属する共同浴室、及びそれらに附帯するシャワー室、脱衣室等におけるバリアフリー対応が求められている。
・また高齢者、障害者等が、他の利用者と同様にスポーツ活動の機会を享受するために、体育館や水泳場等のスポーツ施設等においても、シャワー室や更衣室のバリアフリー対応が求められている。

・高齢者､障害者等にとって転倒等の危険が大きい場所であるため、浴室・シャワー室、脱衣室・更衣室の設計においては、移動や動作時の安全性確保に十分配慮した動線計画や仕上げ等の配慮が求められる。
◆　設計のポイント　◆
・公衆浴場や宿泊機能を有する建築物等、不特定多数の利用者が利用する浴室を設ける場合には、1以上の車椅子使用者が円滑に利用できる浴室を設ける。また浴室と隣接する位置に、車椅子使用者が円滑に利用できる脱衣室を設ける。

・体育館やスポーツ施設等、不特定多数の利用者が利用するシャワー室を設ける場合には、1以上の車椅子使用者が円滑に利用できるシャワー室を設ける。またシャワー室と隣接する位置に、車椅子使用者が円滑に利用できる更衣室を設ける。
・出入口には、車椅子使用者が円滑に利用できる有効幅員、空間等を確保し、戸の前後の高低差を設けない。
・浴室・シャワー室では、浴室用車椅子等への移乗や入浴等の動作を円滑に行うことができるように配慮する。
・脱衣室・更衣室では、脱衣や着替え等の動作を円滑に行うことができるように配慮する。
	２．１０．１　浴室・シャワー室の設計標準


（１）共通する事項
①　出入口の有効幅員、空間の確保等
・出入口の有効幅員は、80cm以上とする。

・床には段を設けない。
②　戸の形式
・出入口に戸を設ける場合、戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造とし、かつ、その前後に高低差がないものとする。
・戸の形式については、２．８．１　利用居室の出入口の設計標準（２）を参照。
③　部品・設備等
ア．浴槽

・浴槽は濡れても滑りにくく、体を傷つけない材料で仕上げる。
イ．シャワー

・原則としてハンドシャワーとする。
・浴室用車椅子､又はシャワーチェア等を備える。
ウ．浴室の手すり
・浴槽に入るための階段付近には、出入りのための手すりを設ける。
・手すりは原則として水平及び垂直に取り付ける。段がある場合には、斜めに手すりを取り付けることができる。

・その他　２．１４ Ａ 手すりを参照。

エ．洗い場及びシャワーの水栓金具
・水栓金具は、レバー式等の操作のしやすいものとする。
・サーモスタット（自動温度調節器）付き混合水栓等、湯水の混合操作が容易なものとする。

・サーモスタット（自動温度調節器）には、適温の箇所に認知しやすい印等をつける。
留意点：部品・設備等のわかりやすさ
・弱視者（ロービジョン）や色弱者の視認性や、高齢者のわかりやすさを確保するため、浴槽、水栓金具、洗面器等の部品・設備等と壁の仕上げ材料は、部品・設備等と壁の色の明度、色相又は彩度の差の確保に配慮して選定することが望ましい。
留意点：水栓
・点字を読めない視覚障害者も多いため、点字表示とともに、浮き彫り文字等を併用する等の工夫が望まれる。

・洗い場での動作や、とっさの時に、水栓金具で怪我をしないよう取り付け方法、取り付け位置、水栓金具の形状に配慮する。
④　仕上げ等
ア．床の仕上げ
・床は濡れても滑りにくく、転倒時や床に座ったままで移動する場合にも体を傷つけにくい材料で仕上げる。
・浴室用車椅子等での移動の妨げにならないよう、床は水はけの良い材料で仕上げ、可能な限り排水勾配を緩やかにする。
イ．ガラス
・ガラスについては、２．３．１　建築物の出入口の設計標準（２）を参照。
⑤　案内表示、情報伝達設備等
ア．室名表示等

・室名表示については、２．８．１　利用居室の出入口の設計標準（４）を参照。
・表示板等については、２．１４ Ｇ 案内表示を参照。

イ．シャンプー等の容器

・シャンプー・リンス・ボディソープ等の容器は、視覚障害者が手で触れて区別することのできるものを設けることが望ましい。
（２）車椅子使用者用浴室
①　設置数、配置
・不特定多数の利用者が利用する浴室を設ける場合には、そのうち1以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ1以上）に、車椅子使用者が円滑に利用できる浴室（以下「車椅子使用者用浴室」という。）を設けることが望ましい。
・公衆浴場、宿泊機能を有する建築物では、異性による介助に配慮し、男女が共用できる位置に、個室タイプの車椅子使用者用者も利用できる浴室（以下「貸し切り浴室」という。）を1以上設けることが望ましい。
・公衆浴場、宿泊機能を有する建築物の共同浴室では、共同浴室の一部に、車椅子使用者も利用できる洗い場・浴槽を設けることが望ましい。

②　空間の確保等
・出入口から洗い場・浴槽までの通路及び洗い場には、車椅子使用者が円滑に利用することができるよう、十分な空間を確保する。

・車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペースを設ける。（設備等の下部に車椅子のフットレストが通過できるスペースが確保されていれば、その部分も有効スペースとする。）

・出入口前後には、車椅子使用者が直進でき、方向転回できるよう、140cm角以上の水平なスペースを設ける。
③　部品・設備等

・浴槽、シャワー、手すり等を適切に配置する。
ア．浴槽

・浴槽の深さは50cm程度、エプロン高さは40～45㎝（車椅子の座面の高さ）程度とする。

・浴槽の縁には、車椅子から移乗できる移乗台を設ける。移乗台の高さ及び奥行きは、浴槽と同程度とし、幅は45㎝以上とする。移乗台は取り外し可能なものでもよい。
留意点：洗い場と浴槽
・車椅子の座面と同じ高さの洗い場とした場合、洗い場から浴槽に排水が流れ込まないように、浴槽の縁、縁からの水勾配、排水溝の工夫等配慮する。
イ．シャワー

・シャワーヘッドは垂直に取り付けられたバーに沿ってスライドし高さを調整できるものか、上下２箇所の使いやすい位置に、ヘッド掛けを設けたものとする。
・シャワーホースの長さは150cm以上とすることが望ましい。

・洗い場には浴室用車椅子又はシャワーチェア等を備える。
留意点：浴室用車椅子
・浴室用車椅子には、介助用車椅子 （車椅子使用者が自ら操作することはできないが、入浴介助のしやすさ等に配慮された車椅子）と、自走式の車椅子（車椅子使用者が自ら操作することのできる車椅子）がある。
ウ．手すり
・出入口から洗い場や浴槽まで誘導するための手すりを設ける。

・洗い場には、シャワー使用中の体を支えるため、又は立ち座り動作のための手すりを設ける。
・浴槽への移乗台付近には、出入りのための手すりを設ける。
・貸し切り浴室では、浴槽内での立ち座りのための手すりを設ける。
・必要に応じ、洗い場から浴槽の周囲に、手すりを連続して設ける。
・手すりは原則として水平及び垂直に取り付ける。段がある場合には、斜めに手すりを取り付けることができる。

・その他　２．１４ Ａ 手すりを参照。
留意点：手すり
・浴槽内にも手すりを設けることが望ましい。
エ．洗い場及びシャワーの水栓金具
・水栓金具は、動作の障害にならない位置に設ける。
・洗い場の水栓金具の取り付け高さは、浴室用車椅子等に座った状態で手が届く位置とする。
オ．緊急通報ボタン等
・緊急通報ボタンを適切な位置に設ける。

・緊急通報ボタンは、床に転倒したときにも届くよう、側壁面の低い位置にも設けることが望ましい。
・緊急通報ボタンは、ループやひもをつけたものとすることが望ましい。
④　仕上げ等

・貸し切り浴室では、浴槽の床が滑りにくいよう、床マットを貸し出すことができるよう準備する。
＜貸し切り浴室の例＞
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＜車椅子使用者用の洗い場を設けた大浴場、脱衣室の例＞
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＜設計例＞
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（３）車椅子使用者用シャワー室
①　設置数、配置
・不特定多数の利用者が利用するシャワー室を設ける場合には、そのうち1以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ1以上）に、車椅子使用者が円滑に利用できるシャワー室（以下「車椅子使用者用シャワー室」という。）を設けることが望ましい。
・体育館や水泳場等のスポーツ施設等のシャワー室には、そのうち1以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ1以上）に、車椅子使用者用シャワー室を設けることが望ましい。
・体育館や水泳場等のスポーツ施設等では、異性による介助に配慮し、男女が共用できる位置に、シャワー室を1以上設けることが望ましい。
②　出入口の寸法、空間の確保等
・車椅子使用者用シャワー室を設けたシャワー室、及び車椅子使用者用シャワー室の出入口前後には、車椅子使用者が直進でき、方向転回できるよう、140cm角以上の水平なスペースを設ける。
・通路や車椅子使用者用シャワー室には、車椅子使用者が円滑に利用することができるよう、十分な空間を確保する。

・車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペースを、1以上設ける。（設備等の下部に車椅子のフットレストが通過できるスペースが確保されていれば、その部分も有効スペースとする。）
③　部品・設備等

・シャワー、手すり等を適切に配置する。
ア．シャワー

・シャワーヘッドは垂直に取り付けられたバーに沿ってスライドし高さを調整できるものか、上下２箇所の使いやすい位置に、ヘッド掛けを設けたものとする。

・シャワーホースの長さは､150cm以上とすることが望ましい。

・浴室用車椅子又はシャワーチェア、ベンチ等を備える。

・車椅子使用者シャワー室（ブース）のベンチの高さは、床面から40～45cm程度とする。

イ．手すり

・シャワー使用中の体を支えるため、かつ立ち座り動作のための手すりを設ける。
・手すりは水平及び垂直に取り付ける。

・その他　２．１４ Ａ 手すりを参照。

ウ．緊急通報ボタン等
・緊急通報ボタンを適切な位置に設ける。

・緊急通報ボタンは、床に転倒したときにも届くよう、側壁面の低い位置にも設けることが望ましい。
・緊急通報ボタンは、ループやひもをつけたものとすることが望ましい。
＜車椅子使用者用シャワー室の例＞
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＜設計例＞
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＜シャワー室、更衣室の例＞
[image: image6.jpg]



（４）その他
・専ら高齢者が利用する施設、専ら障害者が利用する施設の浴室等は、利用者や入居者の動作等の特性及び介助の方法に応じた設計とする。

・これらの施設の浴室等の設計は、設計標準を参照しつつ、福祉施設の設計技術書も参照して、実情に合ったものとする。
	２．１０．２　脱衣室・更衣室等の設計標準


（１）出入口の有効幅員、空間の確保等
・出入口の有効幅員は、80㎝以上とする。
・車椅子使用者のための脱衣・更衣スペースを設ける場合には、出入口前後には、車椅子使用者が直進でき、車椅子で転回できるよう、140cm角以上の水平なスペースを設ける。
・床には、段を設けない。
＜設計例＞
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（２）戸の形式
・出入口の戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造とし、かつ、その前後に高低差がないものとする。
・戸の形式については、２．８．１　利用居室の出入口の設計標準（２）を参照。
（３）車椅子使用者用の脱衣・更衣スペース
①　設置数、位置

・不特定多数の利用する脱衣室・更衣室のうち1以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ1以上）には、車椅子使用者が円滑に利用できる脱衣・更衣等のスペースを設けることが望ましい。
・異性による介助に配慮し、男女が共用できる脱衣室・更衣室内に、車椅子使用者が円滑に利用できる脱衣室・更衣等のスペースを1以上設けることが望ましい。
②　空間の確保等
・車椅子使用者のための脱衣・更衣スペースには、車椅子使用者が円滑に利用することができるよう、十分な空間を確保することが望ましい。

・車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペースを、1以上設ける。（設備等の下部に車椅子のフットレストが通過できるスペースが確保されていれば、その部分も有効スペースとする。）
③　収納棚等
・車椅子使用者の脱衣・更衣等のスペースの近くに、車椅子使用者用の収納棚やロッカー等を設ける。
・収納棚の高さは、下端：床から30㎝程度、上端：床から120㎝程度とする。
・ロッカー等のハンガーパイプやフックの高さは、床から120cm程度の低い位置とするか、高さの調節ができるものとする。

・収納棚等の奥行きは、60㎝程度とする。

・収納棚等の形状は、下部に車椅子のフットレストが入るものとする。
＜設計例＞
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（４）　車椅子使用者用便房
・不特定多数の利用者が利用する脱衣室・更衣室に車椅子使用者用の脱衣・更衣スペース等を設ける場合には、脱衣室・更衣室内、又は脱衣室・更衣室の近くに、1以上の車椅子使用者用便房を設ける。
・車椅子使用者用便房については、２．７．２ 個別機能を備えた便房の設計標準　（１）及び（２）を参照。

（５）部品・設備等
①　手すり
・手すりを設ける場合には、水平及び垂直に取り付ける。

・その他　２．１４ Ａ 手すりを参照。
②　脱衣のためのベンチ等
・高齢者、障害者等が着替えの際に、横になる場合もあるため、1以上の脱衣のためのベンチを設ける。
・利用者の状況に対応し、介助スペースを確保することができるよう、脱衣のためのベンチを床に固定することは避ける。
・脱衣のためのベンチ座面の高さは床から40～45㎝程度、幅は180㎝程度以上、奥行き60㎝程度以上とする。
・脱衣のためのベンチには、上体が寄り掛かることのできるヘッドボードのあるものとすることが望ましい。
・脱衣のためのベンチ表面の仕上げはクッション材付きとし、滑りにくく耐水性のあるものとする。
留意点：ベンチのわかりやすさ
・弱視者（ロービジョン）や色覚多様性のある人の視認性や、高齢者のわかりやすさを確保するため、脱衣のためのベンチと壁・床の仕上げ材料は、ベンチと壁・床の色の明度、色相又は彩度の差の確保に配慮して選定することが望ましい。
留意点：収納、ロッカー
・視覚障害者が、鍵のある収納やロッカーを使用する際には、脱衣室・更衣室に同行し、鍵の位置、使い方等について、実際に手で触れてもらいながら説明することが望ましい。

・更衣室の下足入れや収納棚は、視覚障害者が認知をしやすいように、点字表示等をすることが望ましい。
③　洗面器、鏡
・洗面器の水栓金具はシングルレバー方式等、湯水の混合操作が容易なものとする。

・複数の洗面器を設ける場合､1以上の洗面器は車椅子使用者の利用に配慮したものとする。
・洗面器の下部には車椅子使用者の膝が入るスペースを確保する。

・洗面器の吐水口の位置は、車椅子使用者の利用に配慮した位置（洗面器の手前縁から30㎝程度）とする。
・鏡は、洗面器上端部にできる限り近い位置を下端とし、上端は洗面器から100cm以上の高さとすることが望ましい。
④　乳幼児連れ利用者への配慮

・不特定多数の利用者が利用する脱衣室・更衣室には、1以上（男女の別があるときはそれぞれ１以上）の乳幼児用おむつ交換台を設ける。
・乳幼児用おむつ交換台については、２．１４ Ｆ 乳幼児用設備を参照。
（６）仕上げ等
①　床の仕上げ
・床は濡れても滑りにくく、転倒時や床に座ったままで移動する場合にも体を傷つけにくい材料で仕上げる。
②　ガラス
・ガラスについては、２．３．１　建築物の出入口の設計標準（２）を参照。
（７）案内表示、情報伝達設備等
・室名表示については、２．８．１　利用居室の出入口の設計標準（４）を参照。
・表示板等については、２．１４ Ｇ 案内表示を参照。
	２．１０．３　改善・改修のポイント


浴室・シャワー室、脱衣室・更衣室の改善・改修にあたっては、建築物移動等円滑化誘導基準に適合させることの他、２．１０．１ 浴室・シャワー室の設計標準、２．１０．２ 脱衣室・更衣室の設計標準に基づいて行うことが望ましいが、特に以下に配慮して設計する。
（１）経路
・改善・改修等により車椅子使用者用浴室等を設ける場合には、利用居室から車椅子使用者用浴室等までの経路についても、段の解消等を図り、高齢者、障害者等が円滑に利用できる経路として整備する。
・手すり、階段、天井走行式の介助用リフトを設置した貸し切り浴室





・浴槽まで車椅子でアクセス可能な大浴場


（手すりを整備。入浴は歩行による。）





・車椅子使用者用シャワー室に設けられたシャワー、手すり、水栓金具、緊急通報ボタン





・改修により設けられた車椅子使用者用シャワー室（シャワーブースの出入口にはカーテンを設置）


・シャワー室の出入口手前には傾斜路が設けられている。





・選手用更衣室の出入口（ピクトグラムにより機能が示されている。）





・スロープで上がり框の段を解消した脱衣室





・ゆとりある広さ、車椅子使用者の利用に配慮した高さのロッカーのある更衣室





・車椅子使用者の利用に配慮した高さのロッカー、ベンチのある更衣ブース
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